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D 141 粳製ﾚこどけゐ縫い永の漱労現象にっいて

　　　　相模ず大家攻　　　永斗　唐子

　旧的　手縫いはその縫い目心構れy:.、針数が｀埓す乙布と走り状Itる糸の抱眺がi-1 V T く

弔ので連杭縫いiいよ猿度々｀あゐい／りわ靫ご・つ* .すなわち布ビ針め摩棟v- より棟い参び叛

労しz くゐこi: iこよろもの乙呉われる、縫い氷あ廉労丿機服め肘入植上、そのﾀﾄ就および

薮馳の上々ヽらも問題となるZ ヒか礼前回li.縫製伎・縫い参(!) 痕労現齢こつ､つ-t 降神友

的観M､ゲう矢験と行のヽ縫・ !･-､の戒労ぱ、冲の吻性、縫製趾雛、封久蝉なビしこ狼有す･るZ

とt 報告しに拳固心t 子頭裁碗写真ｎよろ縫製桟の縫い木の表面状狐、および7f張り

試験義にJこ列り抜き抵抗夫険包行V）、縫いれめ康労性と検討した．

　割ま　試料布、試料氷、健製糾十々八よ全、前回と伺練T｀あ≪ .走査型電^数数碗写具

にょいtt製疾・縫い糸の表面状胆にフソ･X ＼t、原糸と比較して特に縫い柊り仰分の縫ソヽ参、

針大鈴分の槌い私考にワいX 毛弱め吹聴、基之の欠杞t祝衆、棟吋しre. まfc.テンシロ

ンtこよ^ n き擢さ抵抗大枚は、･にり逢摯､改の徒い未い:つ､、つて縫、・冒と平行ufr き抜さ、rr

き抜きの初期卜おける抵抗c初期抵抗）と、以帳､打さ杭きμさ抜かれろ通程におIf ろ抵抗

（平衡抵坑）・状狐、および｀抵抗パターンなど乞検討しμ.

　軸承　も子頭微娩写真の粘果しi 、いずれの試料氷VC K いマも隼私に叱しr 太さぞ璃い

りい゛｀考しし封久鈴め縫＼A 木いつ､/）t μa び刻が現象*･"がられた、n色抜き抵抗芙峡の

糾永は、いずft む試鯵参にあ- 1/1tもがたい今縫製iこおヽヽ／）て全紋的に抵坑M わヽ｀大きく、I. た

初期抵抗は平衡抵眺吋^ 2倍の抵机植と示しfc. 砥抗パタ- ンI* . 回一試料木でi試料今

ｕよ') 異ゐパターンと示した.
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H r It . 址い回及tt一可陰性いぞ乙断隻形i の唄まμついて梗討してきすこか≒今唱If 、Aりわ
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i: 本乳験と試々μ.
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